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米国に次ぐ規模

EUとしては総数
1,496

Clarivate Analytics 「Highly Cited Researchers 2018」より抜粋



Horizon2020参加者もノミネート

Horizon2020参加者



理化学研究所 カルニンチ博士

ZENCODE-ITN プロジェクト

BRAINTRAIN プロジェクト に参加

カルニンチ博士



日本の現状



雇用の不安定化



人口100万人当たりの博士号取得者数の国際比較

－6人 ＋31人 ＋21人 ＋11人 ＋62人 ＋49人 ＋6人

出展：
文部科学省科学技術・学術政策
研究所「科学技術指標2016概要」

唯一の減少

博士課程入学者数の減少



New for 2018 - approximately 2,000 additional researchers have also been 
identified as having exceptional performance based on high impact papers in 
several fields. Nations or regions with more than 40% of their Highly Cited 
Researchers selected in the cross-field category 
are Sweden (53%), Austria (53%), Singapore (47%), Denmark(47%), China (43%) 
and South Korea (42%).

（出展：Clarivate Analytics 「Highly Cited Researchers 2018」）



国際的シェアの低下



論文数は多くの分野でランクが低下

出典



国際共著論文数も伸び悩み

出典

米国

日本

中国



論文数と国際共著論文の動向の変化

（平成30年度版科学技術白書より引用）

米国

日本

中国



国からの補助金獲得

論文数を増やす

研究力の強化

グローバルな研究チェーンに乗ることが必要



Horizon２０２０のメリット



“OPEN TO THE WORLD“

EU grants: H2020 Guidance note — Funding of applicants 
from non-EU countries & international organisations:
V2.1 – 22.08.2017



 EU・関連国以外の経済発展国（日、米、中、韓、露、など）からの参加企業・機関は、自動
的には助成金は受けられない。

 日系企業の欧州現地法人は助成の対象。
 日欧共同公募などでは、日本の機関に対して助成がある。（総務省、NICT、JST、 など）
 プロジェクトのコーディネータ（幹事役）にはEU/関連国の機関が就く。

研究テーマ 研究のタイプ
(   Code  )

活動 構成要件
(Minimum)

助成率 期間 平均助成額

Top Down Research &
Innovation Action

( RIA )

基礎研究、開発、商品
化技術の確立

3つのEU・関連国か
ら３法人

１００％ ３６ - ４８か月 €２．０ - ５．０M

同 Innovation Action
(  IA  )

新たな商品やサービス
の検討・企画

3つのEU・関連国か
ら３法人

７０％ ３０ - ３６か月 €２．０ - ５．０M

同 Coordination ＆
Support Action

(  CSA  )

標準化、政策対話、
普及

1つのEU・関連国か
ら1つの法人

１００％ １２ - ３０か月 €０．５ - ２．０M

Bottom Uｐ Research & Innovation 
Staff Exchange

(  RISE  )

スタッフ・若手研究者の
キャリア開発の為の
短期交流

2つのEU・関連国か
ら2法人 +  第3者
（EU・関連国も可）

１００% ４８か月以内 €０．１ - ０．８M

共同研究の実施要件



日本からの参加も期待されています

http://ec.europa.eu/research/participants/data/ref/h2020/ot
her/hi/h2020_localsupp_japan_en.pdf より

http://ec.europa.eu/research/participants/data/ref/h2020/other/hi/h2020_localsupp_japan_en.pdf


日本からも多くの組織がプロジェクトに参加
東京大学、京都大学、東北大学、九州大学、理化学研究所、KDDI・・・

【2019/2/4現在】

60/27,943（人・機関）が

104/94,387（プロジェクト）に参加



（欧州委員会HPより）



野心的研究に1千億円 2次補正で政府検討

政府は実現性は低いが成功すれば大きな成果が期待できる「ムーンショット型」と呼ばれ

る野心的な研究を後押しする。2018年度の第2次補正予算案に1千億円規模を盛り込む方
向で検討に入った。産業や社会を一変させる可能性のある大胆な研究を推進し、将来の成
長につなげる狙い。

2018年11月30日 日本経済新聞より



Europe’s Most Innovative Universities | 2018

大学名
Horizon 2020

参加プロジェクト数
Horizon 2020での
共同研究大学

1 KU Leuven 343 京都大学
「IL TROVATORE」プロジェクト

2 Imperial College London 317

京都大学
「IL TROVATORE」プロジェクト

理化学研究所
「ZENCODE」プロジェクト
産業技術総合研究所

「STARCELL」プロジェクト

3 University of Cambridge 450

近畿大学
「StronGrHEP」プロジェクト

立命館大学
「MinFuture」プロジェクト

4 Federal Institute of Technology in Lausanne (EPFL) 262

高エネルギー加速器研究機構
「EuroCirCol」プロジェクト

京都大学
「CORTEX」プロジェクト

5 University of Erlangen Nuremberg 77

電気通信大学
「IPPAD」プロジェクト

株式会社CUSIC
「CHALLENGE」プロジェクト

（出展：Reuters Top 100: Europe‘s Most Innovative Universities – 2018）



• これまで少なくとも19人のノーベル賞受賞者が受賞前後で欧州
の助成金を受領

• 2018年も、FP7の助成を受けていたDr. Gérard Mourouが

ノーベル物理学賞を受賞

- International Coherent Amplification Network (ICAN)

※高エネルギー加速器研究機構様も当プロジェクトに参加

世界最高峰の研究者・研究機関との研究



ノーベル賞受賞者数所属大学Top5

順位 大学 受賞者数
Horizon 2020

参加プロジェクト数

1 University of Cambridge 118 459

2 University of Oxford 69 439

3 Humboldt University of Berlin 55 47

4 University of Paris 50 -

5 University of Göttingen 45 58

337



世界の研究動向の最新情報が、常に得られる

ネイチャーやサイエンスへの論文を書くノウハウが欧州には凄くある

国立環境研究所 藤森研究員
CD-LINKSプロジェクトに参加



欧州では、それぞれの分野で

非常に突出した才能を持ち、

業績を出している研究所がある

東北大学 川島教授

My-AHAプロジェクトに参加



•ハイレベル

•研究の中心地

•サイエンス



多様性
に富んだ欧州の多くのメンバーと議論しながら互いの理解を深め、

合意に向かうプロセスを体験することで、学ぶものは大きい

京都大学 岡部教授
ACCRAプロジェクトに参加



日本では評価されない研究も、欧州では
サイエンス

として評価される

埼玉大学 川本教授

PROTINUSプロジェクトに参加



人間のネットワークができれば、将来の研究の核につながる

“小さなネットワークが核となって、将来成長していく可能性がきっとある”

三重大学 三宅教授
InRel-NPowerプロジェクトに参加



最大の利点は、人的交流がスムーズに行えること。

個人で乗り越えるには困難な障壁が既に取り払われ、交流しやすい環境が用意されています。

高エネルギー加速器研究機構

増澤教授

EuroCirColプロジェクトに参加



•ハイレベル

•研究の中心地

•サイエンス



マリー・キュリーアクション(MSCA)の場合



Marie Skłodowska-Curie Actions （MSCA）

IF ： ポストドクター以上が新たなスキルを
磨くため欧州で研究を行う。（個人申請）

RISE: 研究者だけでなくスタッフも対象として
共同研究の短期交流を支援。（機関申請）

COFUND ： 欧州の助成機関とタイアップ
（日本機関適用外） して資金提供。 （機関申請）

ITN ： 博士課程の研究者をトレーニングで
欧州の研究機関と受け入れる。
（機関申請 / 個人はEURAXESSへ申請 ）

Horizon2020 （２０１４～２０１７．６）
ITN 13,     IF  4, RISE  21

日本からの参加実績

FP 7 （２００７～２０１３）
ITN 17,     IF  9, RISE  49

研究者のMobility を支援



MSCAのメリット



こちらからは博士課程の学生を先方の大学に送ったり、先方から研究者や博士課程

の学生が実験に来たり相互にメリットがあるような形で共同研究と人物交流を継続中です。

共同執筆論文も毎年発表していますし，先方の先生には九大の博士課程学生の学位論文

の審査にも加わっていただきました。

プログラムに参加したおかげで人的なネットワークを広げることができました。

九州大学 高田保之教授

「ThermaSMART」プロジェクトに参加

エディンバラ大学
（QS世界大学ランキング2019では世界18位）

人的ネットワークの拡大



欧州における博士課程学生の育て方について見聞を広めることができました。

九州大学 高田保之教授

「ThermaSMART」プロジェクトに参加

若手の育成



優秀な学生を育て、その中でベストな人を自分の研究室に招聘できる。

将来一生働ける人が見つかる。

理化学研究所 カルニンチ博士

ZENCODE-ITNプロジェクトに参加

優秀な人材の獲得



欧州から研究者が、自らの資金で施設に来て研究を行っている。

ホライズン２０２０は、欧州研究者を呼び込むことが出来る。

東京大学様

「SKYPLUS」 プロジェクトに参加

優秀な人材の獲得



世界最高峰

多様性

サイエンス

人的ネットワークの形成

・人的ネットワークの拡大
・若手の育成
・優秀な人材の獲得

グローバルな研究チェーンに乗ることが可能



Horizon2020
に参加してみませんか？





ありがとうございました。
Horizon 2020


